
令和４年度香川大学大学院修了式 学長告辞 

本日、香川大学大学院から学位を授与された 268名の修了生の皆さん、誠におめでと

うございます。本日、ここに令和 4 年度香川大学大学院の修了式を挙行できることは、

皆さんの指導教員はもとより、香川大学教職員一同にとりまして大きな喜びであります。

皆さんを支えて来られたご家族や関係者の皆様におかれましては感慨ひとしおと拝察

いたします。特に本日修了式を迎えられた皆さんは、新型コロナウイルスの感染拡大の

中での研究生活でしたので、これまでの修了生とは違う苦労も経験されたことと思いま

す。学長として敬意を表するとともに、心からお慶びを申し上げます。 

本学大学院は皆さんを含め、これで 7861 名の修了生を輩出したことになります。

香川大学では多様な学問分野にわたって、修士号を 6 種と博士号を 3 種、さらに 2 種

類の専門職修士号を付与しております。これら多様な学問分野で、日々研鑽努力された

結果として本日獲得された学位は、皆さんが到達された学問の高みを保証する証です。

本日で研究生活に一旦区切りをつける方も、これからさらに研究生活を継続する方にと

っても本日は新たな出発の日となります。どうか自信と誇りを持って、これからの人生

の目標に向かって前進してください。 

知の拠点である大学は、何よりも論理的思考による真理の探求を大切にしています。

とりわけ大学院では論理的思考を徹底的に磨く場であります。皆さんは研究テーマを決

めるにあたって、それぞれ仮説を立てられ、それを科学的に検証するために様々な手法

で解析を行い、出た結果を論理的に解釈され、最終的な成果に結びつけられたことと思

います。言葉にすれば簡単なようですが、研究にとりかかるにあたっての皆さんの心境



 
 

は、登ったことのない山を前にした登山者のように不安一杯だったのではなかったでし

ょうか。現代は、複雑で予測しがたく問題の本質が見えにくい時代と言われています。

問題点が隠れていて、その解決法を見出しにくい状況にあると言えます。このような時

代には、どんな問題や課題にぶつかってもたじろがず、問題点を洗い出し、その本質を

論理的に分析して、乗り越えるためのアイデアを創出できる人材が強く求められます。

未体験の問題に直面した時に、最後にものを言うのは論理的思考力です。大学院での研

究生活で皆さんが身に付けた、物事を客観的に見つめ、問題点を論理的に整理し解決方

法を考案する力は、様々な局面で間違いなく役に立つと思います。 

 さて、寿命の延伸が顕著になり、人生百年時代、ライフプランはマルチステージで考

える時代となってきました。ここで社会人として本学大学院に入学され、今回見事博士

号を取得された方の中から 3 名を紹介します。お二人はいわゆる理系女子で、理系学部

を卒業後に香川県の勇心酒造株式会社の企業研究員になられた綾木聡美さんと豊田中

央研究所の企業研究員の榊原清美さんです。それぞれの会社の第一線の研究員として活

躍される傍ら主婦として子育てをされ、今回本学の医学系研究科、工学研究科で博士号

を取得されました。このお二人を博士論文研究に再度挑戦させたきっかけは、私の推測

ですが、先ほど述べました大学院での論理の世界に再挑戦したいという内的欲求ではな

かったかと思います。もうお一人は、本日工学研究科博士後期課程の総代を務められて

いる山田 哲（さとる）さんです。山田さんは株式会社リコーで製品開発を担当するリ

ーダー的立場の方ですが、最新のシステム開発の方法論を研究したいということで本学



 
 

の博士課程に入学されました。「ユーザー主導開発」という手法を提案され、学問的に

も高い評価の論文を完成されました。「情報技術の発展は目覚ましく、常に学び続けな

いと時代に取り残される」と山田さんは指導教員に語っていたようです。おそらく山田

さんが抱いた危機感は、情報分野だけでなく、全ての分野に共通で、学び続けることの

必要性が高まっていると思います。 

本日特にご紹介した３名の社会人大学院生の様に、自らの知識やスキルの update を

求める皆さんが、もっと学びたいと感じたらいつでも飛び込んでいただけるように、香

川大学大学院は様々な改革をしながら門を大きく拡げて待っております。皆さんもご存

じのように、昨年 4 月に文理融合型の大学院として創発科学研究科修士課程を開始して

おります。さらに令和 6 年度の開設を目指して創発科学研究科博士課程を準備中です。

この博士課程では、工学、危機管理学、学術の 3つの博士号を出す予定です。農学研究

科修士課程修了者の中にもこの博士課程で研究され、学術の博士号取得を目指す学生を

受け入れる予定です。本日修士号もしくは専門職修士号を授与された方々も、将来どこ

かのタイミングで博士課程へ挑戦していただくことを歓迎いたします。いつでも香川大

学を訪ねてきてください、待っております。 

本日は誠におめでとうございました。 

 

令和 5年 3 月２４日 香川大学長 筧 善行 


